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＜公共劇場舞台技術者連絡会 設立趣意書＞

文化芸術振興基本法が制定され、文化芸術の振興が重要な課題と再認識される中で、

地域の文化振興の拠点、芸術文化発信の基地としての文化施設の役割がますます期

待されています。文化施設は、舞台芸術の創造・鑑賞・体験の場であり、地域独自

の文化を育む場としての大きな役割を担っています。文化施設がこうした役割を担

うためには、劇場を運営する舞台技術者の管理運営能力と技術力の向上が必要です。

特に、昨年に続けて起きた作業中の事故によって、劇場やホールの安全性が改めて

大きな課題として浮き上がってきました。本年２月に閣議決定された「文化芸術の

振興に関する基本的な方針（第２次基本方針）」の中でも、施設の安全な環境整備

が求められています。現在、劇場等演出空間運用基準協議会において劇場等の安全

な作業環境形成のための運用基準の策定と普及、さらにはその法的整備に向けた活

動も始まっています。

文化施設を安全に運営し、その機能を十分に活用して創造的な舞台芸術を制作する

ためには、劇場等の運営・管理に係わる私たちがより一層情報交換し、ある時には

協同して取り組んでいくことが必要です。こうした取り組みを進めることが、今後

の日本の舞台芸術をさらに発展させる大きな力になると信じます。

そこで、公立の劇場やホールで舞台芸術を支える劇場技術者が連携して「公共劇場

舞台技術者連絡会」を設立し、各劇場間の諸問題の調査研究や情報交換、研修を通

して、製作作業の安全基準及び運用管理基準の策定と普及を行い、公演の円滑な進

行管理と安全確保、技術的専門性の確立を目指すものであります。
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